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1. はじめに 

 近年、イラストを描くユーザーが増えている。イラスト制作

には作画ミスの発生という問題が付きまとう。ここでいう作画

ミスとは、イラスト内の作者が意図していなかった描写のこ

とを意味する。したがって、イラスト制作者は作画ミス発見

のためにいくつかの対策を用いている。例えば人にイラスト

を見てもらう、左右反転して表示する、部分遮蔽手法[1]を

活用する、などがある。 

また作画ミス発見に関する問題として挙げられるのは、

一人で手軽に客観的な視点を取り入れる方法がないこと、

またカラーイラストに対応した作画ミス発見ツールがないこ

とだと考えた。 

2. 目的  

以上の問題を踏まえて、「縮小化」という方法を用いて制

作者が客観的な視点を取り入れることができるアプリケー

ションを制作する。これによりイラスト制作初心者がカラーイ

ラストでの作画ミスを一人で手軽に見つけることができるよ

うにするという目標を立てた。 

3. 実装・設計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．アプリの全体図 

客観的な視点を取り入れられるようにするために質問事

項をチェックリストで表示した。また一人でも手軽に行える

ように自動で縮小化を行うようにした。 

4. 実験 

 主にイラスト制作をはじめて２年以上の経験がある美術

部に所属している生徒４人を対象に以下の実験を行った。 

まず、被験者が事前に作成した無色のイラストを、同じ

時間で着色してもらった。さらにアプリケーションに取り込

み、次の四つのパターンでイラストを確認させ、発見したミ

スの数を集計した。 

①原寸大で１分間見る 

②縮小化 Aを 10秒ずつ見る→原寸大を 1分間見る 

③縮小化 Bを 10秒ずつ見る→原寸大を 1分間見る 

④翌日まで時間をおいてから原寸大で 1分間見る 

 

 

 

 

 

 

 

 

縮小比率：大 70％ 中 60％ 小 45％ 

図 2．縮小化 A と Bの画像の表示パターン 

5. 結果・考察 
実験結果は以下の表のようになった。 

表１．被験者４人がみつけた作画ミスの数 

 

 

 

 

 
 

 表 1より描いた直後に見るよりも縮小化を用いたときの方

が発見したミスの数が多い。また縮小化Aよりも縮小化Bの

ほうが発見したミスの数が多い。見つけたミスの種類を考察

すると、縮小化は色・全体の印象・陰影にかかわる作画ミス

に関してはよく発見できることが分かった。逆にデッサンや

描き忘れに関する作画ミスは発見しづらかった。 

 この結果より、縮小化はカラーイラストの作画ミス発見に

有効であること、縮小化 B の表示パターンの方が作画ミス

発見に有効であると考えられる。 

6. まとめ 

今回の実験で、開発したアプリケーションを用いて、縮

小化が作画ミス発見に有効であることが分かった。 

今後はアプリケーション側の UI の改善や、実験結果の

正確性、さらに多様な作画ミスを発見できるようにするため

に、再度被験者を募って同様の実験を行いたい。 
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